子どもの習い事の現状 : 性、年齢、居住地域との関連 by 久本 信子 et al.
Shukugawa Gakuin College
NII-Electronic Library Service
hukugawa 　 akuln 　 ollege
久本 ・三 笠 ・金築 ：子 どもの 習 い 事の 現 状
子 どもの 習い 事の 現状
















　　「近頃の 子 ど もは忙 しい 」 と言 われて 久 しい 。こ の 「忙 し い 子 ど も」とは 、もと もと小 学
生 を対象 に 使われて い た 。 しか し、今 日それは幼児 も含めて 使われ、定着 して い る e そ して子
どもの 忙 しい 生活の 一翼 を、習い 事が担 っ て い る こ とは間違い な い で あろう。 現在 、習い 事は
多様化 し 、 子どもの 生 活の 中に深 く入 り込んで い る と思われる 。
　我 々 は 、幼 児を対象と した 「子 どもの あそび環境」を、1982年か ら調査 して きた 。 そして 、
子 どもの あそび時間や生活時間に影響を与え る と思われる習い 事 の 有無 や回数を、幼児の あそ
びの 現状 を知 るための 項目と して 取り上 げて きた。今 回は、習い 事の 有無や回数だけで な く、
習 い 事の 種類 （運動系 ・非運動系）や 動機等につ い て分析 し、習 い 事 と 「性」 「年齢」 「居住地
域」の 関連に つ い て 検討した い 。
　本研究 は、1982年 、1996年、2001年に同様の 内容で実施 した ア ン ケ ー ト調査結果 を時系列 で
比較す る。そ し て 、習 い 事の 変化と現状 を把握す る と と もに 、調査デ ータ ーを提示す る こ とを




第 1回調査 1982年 7 月中旬
第 2 回調査 1996年 7 月中旬
第 3 回調査 2001年 7月中旬
第 1 回調査 3歳 〜 6歳 の 幼稚 園児
第 2 回調査 3歳〜 6歳の 幼稚 園児
第 3 回調査 3歳 〜 6歳の 幼稚 園児
661名 （男一347名　女一314名）
1053名 （男一518名　女一535名＞
812名 （男 一373名　女 一439名）
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各年度の 地域別および 年齢別の 実数
　　　　年度 ・年齢
地域
年　度 年長児 年中児 年少児
1982年 200 134 42
住　 宅　 地　 域 1996年 122 121 82
2001年 115 107 101
1982年 134 128 23
都市 中心 部地域 1996年 173 126 108
2001年 122 98 ll5
1982年 0 0 0
都市周 辺 部地域 1996年 162 159 0
2001年 64 90 0
調査地域 の概要
　　　住宅地域一大都市の 通勤圏に ある中小都市 の住宅地域
　　　都市中心 部地域一商業、住宅混在地域
　　　都市周辺部地域一田畑 が残 っ て い る地域
　各年度に お い て対象と した幼稚園は、第 1回 目は 4 園、第 2回 目は 11園、第 3回 目
　は 6 園で ある。 1 回か ら3回 まで連続 して調査 した の は 3 園で ある。そ の 他 の 園も
　上記の 地域の 条件 に当て は ま る幼稚園を選定 した 。
調査方法 質問紙法　幼稚 園を経由 し て 、園児の 保護者に回答を依頼
有効 回収率 ：第 1回調査 83％ 、第 2回調査82％、第 3 回調査77％
調査内容
　　調査項 目 問 1、地域 の あそび環境　問 2 、よくあそぶ場所は　問 3 、 よ くあそ ぶ 相手は
問 4、活動的な あそびに つ い て　問 5、あそび内容 に つ い て
問 6 、 あ そび の種 目　問 7 、戸外あそびの 時間　問 8、戸外あそびの 仲間の 数
問 9、戸外あそびの 仲間の性別 　問10、戸外あそびの 仲間の 状況
問11、戸外 あそびか らの 帰宅時間　問 12、テ レ ビ視聴時間
問 13、テ レ ビ視聴時間帯　問 14、習い ごとに つ い て
問 15、子ど もの か らだの 調査
＊ 上記の 質問の 選択肢 より 「問 14、習 い ごとにつ い て」の 項目 を分析 した 。
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　 　　 　 手順
　　　　　・問14の 調査項 目の み、全体、性別 、年齢別、地域別 に調査年ごとに比較検討 し
　 　　 　 　 た 。
　　　　　・カ イ 2乗検定 を使用。危険率は表 中の 項 目 に付記 し た 。
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皿．調査結果および 考察
　※ 表 （1〜 7）の 中で 、 サ ン プ ル 数が少 な く数値に偏 りの 可能性が あ る項目に つ い て は日で
　　示 し た 。
1 、習い 事有の 推移　（表一 1参照）
　1982年 （以下 82年と記述）、 1996年 （以下96年 と記述 ）、2001年 （以下Ol年 と記述）で 比較す
る と、習 い 事を し て い る子 どもは近年 にな る と ともに増加 して い る 。 しか し、82年か ら96年は
急激に増加し て い るが 、96年か ら01年の 間で は差 はほ とん ど見 られな い 。性別で は、どの 調査
年度で も女子の 方が男子よ り習い 事 を して い る割合は高い 。 男女別 に推移 を見 ると、女子は近
年 に なるとともに習 い 事を して い る割合は増加するが 、男子 は96年よ り01年の方が減少した 。
年齢別に 見ると、どの 調査年度に お い て も 、 年齢の 上昇と と もに習い 事をする割合は 高 くな っ
て い る 。 他方、年少、年中、年長児を個々 に 見ると、年 中 ・年長児 は近年 になると ともに習い
事をする割合が高 くなる傾 向が見 られた。しか し、年少児につ い て は96年が最も高 く、Ol年に
は減少 し て い るため、年中 ・年長児の よ うな傾向は見 られ な い 。 ま た 、 82年と96年 を比較する
と、習い 事 をす る子 どもが急激に増加 して い る 。 こ の こと は習い 事の低年齢化を示すと思われ
る 。
　地域別 に 96年 と01年 を比較す る と、 3地域の 中で習 い 事 をして い る子 どもは 、 住宅地域が最
も多い 。 都市中心部と都市周辺部間で は 、あまり差は見 られなか っ た 。
性別で見 ると、男女 とも住宅地域 は習い 事 をす る割合が高い 。 ま た、他の地域に比べ て 男女差
はなくなる傾向 を示 して い る 。 さらに都市中心 部男子 を見 る と 、 96年より01年の 割合が 大き く
減少して い る 。
　年齢別 に見る と 、地域 に 関わ らず96年、01年の 両年には年齢の 上昇 とと もに習い 事 を して い
る子 ど もは増加 して い る 。 また、住宅地域年少児と都市中心部年少児 に は、96年 よ りOl年の 割
合 が減少 し て い る。
　 82年、96年、Ol年で習 い 事を比較 し た場合、96年 を頂点 に 両端 は低 い 傾 向が 多 く見 られた。
こ の ような現象 が現れた原因 と して 、1990年以降に到来 した早期教育ブーム を考え る こ とがで
きる。「3歳か らで は遅すぎる」等を始め とした様々 な うたい 文句 がメ デ ィ アや雑誌 を賑わせ た。
しか し 、 1998年頃か ら変化 が見 られ、早期教育は一時の ブ ーム ほ ど の 盛況ぶ りは見 られな くな
っ て い る。早期教育の ブーム が 96年の 習 い 事に影響 を与え 、 96年の 数値が01年よ り高くな っ て
い ると言 え るで あ ろ う。そ して 、その 影響を
一番受けて い るの が 、男子 、年少児、特に 都市 中
心 部の 男子で は ない だ ろうか 。
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表一1　 習い 事有 り の 推多
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年 少 年中　　 　　　 年長 年少 年中 年長 年中 年長
2 、習 い 事の 回数　（表一 2参照）
　ど の 調査年度で も週 1回の 習い 事が最 も多い 。 つ い で 週 2回、週 3 回、週 4回の順位 と な り、
週 4 回以上が 占め る割合は全体の 1 割 に満 たな い 。週 2 回以上で習い 事の 回数が 多 い 年 は、96
年、01年、82年の 順位 で あ っ た。回数は 96年まで は 増加 し、01年に は減少して い る 。 性別で 見
ると、回数に おける性差は あま り見 られなか っ た 。 年齢別 に見る と、どの 調査年度で も年齢と
と もに週 1回の 習い 事の 回数は減少 して い る。週 3回以上で 見る と、年齢と と もに習 い 事の 回
数が増加 して い るの は 、96年の み に 見 られた 。ま た 年少、年中、年長児 を個々 に見 ると 、 年長
児 は01年に は96年の 34％か ら10ポ イン ト減少 して い る。
　地域別に 96年 と01年 を比較す る と、 3地域の 中で習い 事の 回数が最 も多い の は住宅地域で あ
っ た 。都市 中心部 と都市周辺部間を比較する と、週 2 回以上習 い 事 を して い る割合 に両者間の
差は あま り見 られない 。 しか し、週 3回以上 で は 、都市中心部の 方が回数の 多い傾向を示 して
い た 。こ の こ と か ら、習い 事の 回数の 多い の は 、住宅地域、都市中心部、都市周辺部と順位づ
けが で きる で あろ う。性別 を見る と 、 週 3回以上習 い 事をし て い る男子 は 、 96年、Ol年 とも住
宅地域が最も多く、つ い で 、都市 中心部、都市周辺 部の 1幀で ある 。 そ して 、都市 中心部男子 に
は近年に なる とともに割合が増加する傾 向が見 られた 、それ に対 し、都市周辺部男子 は 、01年
一 33 一
工工一leotronio 　 ibra y 　
Shukugawa Gakuin College
NII-Electronic Library Service
hukugawa 　 akuln 　 ollege
は減少し て い る 。 また、住宅地域の 男子は01年に は96年の 38％ か ら12ポイ ン ト減少 して い る。
全体の示す増減を考え る とこ の 減少は大 き い 。 こ れは早期教育の ブ
ーム に影響 されて い る と思
われる。女子 に つ い て も男子同様、96年Ol年ともに住宅地域が最 も多 く、都市中心部 、 都市周
辺部の 順で あっ た 。 同一地域内で男女を比較する と、96年、01年にお け る週 3回以上の 割合は 、
都市中心部、都市周辺部の 男子 が女子 よ り高い 。
　年齢別 に見 ると、週 3 回以上習い 事を して い る子 どもの 割合 は、96年はすべ て の 地域に お い
て 、年齢 とと もに高くな っ て い る 。 し か し、01年で は住宅地域の み に こ の 傾向が見 られた。年
少、年中、年長児ごとに見る と、都市 中心部年中児の み 、 近年にな ると と もに回数が増加 し て
い た 。 ま た 、 96年より01年が減少し た の は住宅地域 と住宅地域年長児、都市中心部年長児に見
られた 。
3 、 習い 事の種類数　（表一 3 参照）
　どの 調査年度で も 1種類の習い 事が最 も多く、つ い で 2種類 、 3種類、 4種類の 順位 とな っ
た。 4種類 以上が 占め る割合 は全体 の 2 ％ にすぎな い 。 2種類以上の 多い 年は、96年、01年、
82年の 順位で あ っ た 。 種類数 は82年か ら96年ま で は増加 し、01年に は減少 して い る。性差で 見
る と、 3種類以上習い 事 を して い る子 ど もは女子の 方が多い 。 そ して 、女子は01年 ほどその 割
合は高 くな る傾向が 見 られた 。 年齢別に見 ると、どの 調査年度で も年齢の 上昇 とと もに 1種類
だけの 習 い 事は減少し て い る 。 3種類以上 で は どの 調査年度で も年齢の 上昇とともに その 割合
は増加 し て い る 。
　地 域で 見る と、96年 、01年 は 、住宅地域は他の 地 域に比 べ 、 3種類以上習 い 事 を し て い る割
合が高 い 。つ い で 都市 中心部 、都市周辺部の 順位で ある。性別で 見る と、週 3回以上 習い 事を
して い る男子は 、96年、01年 とも住宅地域が最 も多 く、都市中心部 、 都市周辺部のll頤で あっ た。
女子に つ い て は どの 調査年度で も住宅地域が最 も高 く、都市 中心部、都市周辺部の 順 に な っ て
い る。同一地域内で 男女を比較すると、住宅地域は ど の 調査年度で も 3種類以上 は女子 に高 い 。
都市中心部、都市周辺部で はあまり性差 は見 られな か っ た 。
　年齢別 に 見 ると、 3種類以上習い 事 をし て い る割合 は、96年、01年と も、年齢 とと もに高 く
な っ て い る 。 年少 、 年中、年長児 ご と に 見る と、都市 中心部年中児の み 、 近年に な る と と もに
種類数の 割合が増加 して い る 。 また 、96年よ り01年が大 きく減少 し た の は住宅地域年長児に 見
られた 。
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　 　 　 十
32％1
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：　 ：23％ ：　 ：26％
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十　 　 　 十　 　．一
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　 　 　 ←・匿・−
13％：
．齢一幽













一 1　 　 ：




　 　 　 　 　 　 　 　十
一





　　　；4鶉 ：・一・一十一・　 　 ÷
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全 体
表一3 習い 事の 種類数
198211996320011982：1996 ：20011982 ：199612DO119B2 ：1996 ；20011982 ：】9961200119822199622001
ア0％1　 2
　 　 　 ÷ 　 　 　 ←
74％：　 ：




　 　 　十　 　 　 ←
86％：　 ：
　 　 　 十　 　 　 ←
62％2　 ：





153覧1 ：51％： ：70％i ：56％：
←
145％：
卜　 　　 　 ←
1996




十　 　 　 ←
：　 157 ％
十　 　　 　 ←
：　 ：64％
　 　 　 　 ←
一一．
：　 ：59％ ：　 153％ 2001
22％：　 220 ％1　 ： 24％：　 1
　 　 　 　 　 　 　 　 卜
一：　　 ：
　 　 　←　 　 　 ←
11％：　 ：
　 　 　 ←　 　 　 ←　 　 ・2ア％1　 ：一一・←　　　← 19822
種
類



















：　 ：29％ 1　 ：32％ 2001
6％ 1　 25 ％ ：　 1









十 　 　 　 ←
113 ％：
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←　 　　 　 ←
：　 113％
　 　 　 ・十冂






2％ 1　 ： 1％ l　 l1 ％ 3　 1 一 3　　 10 ％1　 ：
　　 　 　 　 　 　 ←
2％ ：　 1







十　 　 　　 ←
十　 　 　 卜
32％ 1
…　 ←　 　 　 十
　　：2％ 1−一←　　　 ←
　　：




十　 　 　 ←
　　　・←・一・
13 ％ 2




：　 ：4％ ：4％ 2　 20％ ：　 13％ 1　 ：3％ 2001
全 体 P〈Q，01 男子 P くO．05 女 子 年少 年中 P く Q．05 年長
地域別
習い 事 の数 （地 域十性〉
住宅地域 都市 中心部 地域 都市周辺部地域 住 宅地 域 都市中心部地域 都市周辺部地域
19821199612001198221996：200i1996 ：20011ge211996：2001198211995120011982 ：1996：20011982：1996；20011996120011996 ：2001
63％：　 1
　 　 　 ←　 　 　 ←
84％：　 1 ： 60％l　 l
　 　 　 ←　 　 　 十
88％：　 ：
　　　 ←　　　←
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　　：38％： ：35％1 ：30％2 130％2
←　 　 　 ← ・一・一16％　 　 　 ← 35％1　 　 　 ← 1996一一i十　　 　 　←
　　　l　 l34％














←　 　 　　 ←
：　 327％ 1　 ：28％ 118％ 125％ 2001
8％ 1　 ； 3％；　 1 5％ ：　 ： 10％l　 l4 ％ 1　 22 ％ 1　 ：
　 　 　 レ 1 墨 19823
種
類
十　 　 　 十
：20％1












÷ 　 　 　 ←
：12％：
　 一一← ．一一
17％ 25 艶 ： 8％ 11996
十　　 　 　十
2　 冂5％
十 　 　 　 ←
2　 ワ ％ 5％
予　 　　 　f
：　 ：11％
十　 　 　 ←
1　 119 ％
← 　 　 　 ←
1　 ：5％








3％ ：　 10 ％ ：　 ：




十　 　 　 卜
：5％1
十
：2％： 0％ ：・一一← ：5％ 1十　 　 　 卜
3％ 2　 ！一一十一・一←・一・
　　　：5％ ： lo ％ 3
←　 　　　 ←
13％ ：
←　　 　 　 ト
0％ 1
　 　 　 十
0％1




2　 3 ％ 10％ ：　 14％
十　 　 　　 ←
2　 22％ ：　 ：6％ 1　 21％ 2眺 10％ 20Q1
全体 男子 女子 男 子 女 子 男子 女 子
習 い 事の 回数 （地 域 十 年 齢）
住宅地域 都市 中心 部地 域 都市 周辺 部地域
19821199612001198211996：20011982 ；1996 ：20D1198211996 ：2001193221996220011982 ：1996：20011996 ：20011996 ：2001
一1　　 ： 81拓：　 ： 56％：　 ： 　　唱　　　　1− ． ．
　 　 十
94％：　 ：
　 　 　 　 　 　 　 ←
アア％1　　 ：
　 　 　 十　 　 　 ←一一・一 1982．1−一1
種
類




















←　 　 　 ←
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　　　：　 ：57％ ：　 ：63％ ：80％ ：68％ 20D1
　　1　．　　　．− I I
　 　 十 　 　 　 ←
14％l　 l
　 　 　 ←　 　 　 ←
31％：　 ：
























　　　：　 ：35％ t　 ：38％ ：　 ：24％ ［　 ：29％
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　　I　　　　I−　　I　　　I5 ％ l　 l9 ％ 1　 ：
　 　 　 　 　 　 　 ト































÷　 　 　 ←
：　 210％
十　 　 　 ← ・一・
1　 ：11％ l　 l21％
・一・←一・
　　　：　 ：7％ 1　 ：9％ ：　 ：ア％ 旨3％ 15％ 2001
一：　　 ： 0％ 1　 ： 4％ ：　 1
　 　 　 　 　 　 　 ←
　　　．　　　　1｝」 1
　 　 ←　 　 　 ←
0％ ：　 ：
　 　 　 ←　 　 　 ←
0％ ：　 ：

















　 　 　 　 ←
一．
　　　10％ ：一・
　 ←　 　 　 ← 11％ ：←　　← ：3％ ：十　　　← o％ ：　　　十 o％ 1　　　十 1996←
：0％
←　 　 　 ←
：　 ：4％  　 ：3％ ：　 ：0％ l　 l5 ％ 2　 22覧 20覧 10％ 2001
年少 年中 年長 年少 年中 年長 年中 年長
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 久本 ・三 笠 ・金 築 ：子 ど もの 習い 事の 現状
4、習 い 事の 区分　 （表一 4 参照）
　習い 事の 種類 か ら、運動系の 種 目の み を習 っ て い る （以 下運動系と記述）、非運動系の 種 目
の み を習 っ て い る （非運動系と記述）、運動系 ・非運動系 をともに習 っ て い る （以下両方 と記
述）で 3 区分 し た。
　96年 は運動系、非運動系、両方の 割合 は同 じで あるが 、82年 、 Ol年は ともに非運動系の み が
最 も多く、次い で運動系、両方の順位とな る 、 運動系、両方、非運動系 を個々 に見 ると、非運
動系は 82年が最 も多く、 01年 、 96年の 順に な っ て い る 。両方は 96年が最 も多く、Ol年、82年の
順で あっ た 。 運動系 に は こ の よ うな順位 は な い 。 こ の こ とか ら 、 82年は非運動系の み習い 事 を
し て い た子 どもが 、96年に は運動系の 習い 事もするよ うに な っ た と言 えるで あろう。性別で 見
る と 、 どの調査年度で も運動系の み の 習い 事 は男子に 多 く、女子 は非運動系 の み の 習 い 事が 多
い 。年齢別に見 る と、両方の 習 い 事をす る子 ど もは 96年、01年と も年齢とともに増加 し て い る。
96年の 運動系の み 、01年の 非運動系の み は、年齢 とともに減少する。年少、年中、年長 を個々
に見る と、運動系年長児に の み 、近年 に なる とともに 増加する傾 向が 見 られた 。 ま た、96年よ
り01年が大 きく減少 した の は、運動系の み の 年少児、両方 して い る年長児で あ っ た。
表一4　 習い 事 の 区分
全 　体
19822亅9961200119821199622001198211996120D1198211996：20011982 ：199612001198211996：2001
一 l　 　 l54 ％：　 ： 22％1　 ：










十　 　 　 ←
：50％：
←一・一←一・
：34％： 128％：　　　← 1996’−’t“ t33％ 十　 　 　　 予：　 142％ ←　　 一← ・一一・1　 ：26％ 一・一十 一一・←一一　　 1　 ：33％ ’…t… 13ら兎 ‡　 131％ 20D1









23％2　 ：… 13b兎t’”一・　 ←　　　ト　　 ：37％旨 314％： 131％：
十　 　 　　 ←
：41％旨





　　：　 28 ％ †　130％  　 127％ 十　
・一岫←・…
：　 123跖 1　 ：26巽 ：　 ：31％
42％：　 ：
　 　 　 　 　 　 ←
35％1　 ：
　 　 十　 　一←．．一．
一　旨　　 135 ％l　 l
　 　 　 　 　 　 十
47％：　 旨

















　 　 　 ←
！9婁21996







十　　 　 　 ←
2　 ：39％ t　 ：38％ 2001
全体 男 子 女子 年 少 年中 P ＜0．01 年長P 〈 0．05
5 、習い 事の 種類　（表一 5 参照）
　習い 事の種類の 中で 、人気の 高い 種 目とし て は つ ぎの 7種 目に ま とめ る こ とが で きよ う 。
非運動系 ： ピア ノ ・エ レ ク トーン等 《以下 ピア ノ と記述》、習字 （硬筆）・算盤等 《以下習字 と
　　　　　記述》、学習塾 （公文 ・算数等）《以下学習塾 と記述》、語学 （英語 ・中国語）《以下
　　　　　語学 と記述》
運 動 系 ：水泳、体操、ダ ン ス （バ レ エ ・ミュ ージカ ル 等）《以下 ダ ン ス と記述》
　最 も人 気の 高い 種目と し て 非運動系で は ピ ア ノ 、運動系で は水泳が挙げられる 。 どの 年で も
これ ら 2種 目の 順位は 1位で あ る 。 しか し 、 非運動系は種目の 増減が大 きく、それに対 し て 運
動系には大きな変化 は見 られない 。
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　非運動系の種類を時系列で 見る と、82年 は ピ ア ノ 、習字 、学習、語学の 順位で あ っ た 。 しか
し、96年以降、学習塾、語学が 2位 3 位に浮上 し、習字は 4位に後退 した 。また、ピ ア ノ 、習
字は  1年 になるほ ど下降する傾向 を示 し、学習塾、語学は上 昇する傾向が見 られ る 。 特 に、01
年に は語学の伸びが著しい 。 運動系 を時系列で 見 ると、どの 調査年度で も水泳、体操、ダ ン ス
の 順位で あ っ た 。 ダ ン ス は 、 01年ほ ど人気は上昇する傾 向が見 られ る 。 性別で非運動系を見る
と、どの 調査年度で も女子は ピア ノ が 1位で あるが 、男子 は 01年か ら 1位 2位 を語学 、学習塾
が占め る ようにな っ て い る 。 運動系で は 、ダ ン ス は女子 に多 く見 られ、男子は ほ とん どい な い 。
年齢別 に非運動系を見る と 、 年齢に関わ らずピ ア ノ は人気の 高い 種 目で ある 。 し か し、01年に
お ける年少 児の 語学は ピ ア ノ よりも人気 が高 く、 4割に近 い 。 運動系で は年齢に関わ らず、水
泳 は人気が高い 。 そ して 、年中 ・年長児で は 、割合は低 い もの の 武道が 浮上する 。
　地域別 で は、非運動系 、 運動系と もに地域に よる差 は あま り見 られない 。し か し 、住宅地域
で は語学、都市周辺部の 習字や武道の 割合 の 高 さが、他の地域に は見られ な い 特色と して挙げ
る こ とがで き る で あろ う。
　性別で 見る と、非運動系で は住宅地 域男子、都市中心 部男子 と もに96年 1 位は学習塾 、Ol年
1位は語学にな っ て い る 。 それ に対 し、都市周辺部男子 は、両年 と も、ピ ア ノ が 1位 を占め て
い る 。 運動系で は 96年で は ど の 地域の 男子 も 1位水泳 、 2位体操の 順位で あっ た 。 し か し、01
年の都市周辺男子は 2位 が武道に替わ っ て い る。 女子の 非運動系 を見 ると、どの地域の女子 も
96年、01年 ともに 1位 は ピア ノ が占め、地域に よ る差は見 られな い 。 しか し、語学や習字の 種
目か ら見る と、語学の 割合は住宅地域 、都市中心部 、 都市周辺 の順で高い 。 また習字は都市周
辺部が最 も高く、 住宅地域 、 都市中心 部で はほ とん ど見 られ なか っ た。
　年齢別で 見る と、全体的に は地域や年齢 に関わ らず非運動系で は ピア ノ 、運動系で は 水泳の
習 い 事が多い 。 しか し 、 住宅地域で は01年 に年少、年中児 におい て語学が ピア ノ を上回 り 、 ピ
ア ノ離れが起 こ っ て い る 。 これ は近年 、国際化 とい う流れ を背景に 、英語 を主と した幼児教室
も数多く開かれ、メ デ ィ ア も多く取 り上 げて い る 。 また 、語学 は年少の 子 どもほ どス ム ーズ に
身に 付きや すい と も言われて い る か らで はな い だ ろ うか 。 そ して さ らに 、「習い 事有の 推移」
で 述べ た よ うに 、住宅地域は他 の 地域 に 比 べ 習い 事へ の 関心が高 く、男女差 も他の地 域に比 べ
て な くなる傾向が見られ る。こ の こ とか ら、住宅地域の 年少、年中児の 女子は 女子に 人気の あ
るピア ノ で はな く、語学 を選択する ようにな っ て きて い る の で はな い だ ろ うか 。 また、運動系
で は年齢の上昇 とと もに 、体操の 占め る割合が高 くなる。都市部中心で は年少児の み 01年は語
学が ピァ ノ を上回 っ て い た。運動系で は年齢 による差 は あま り見られ な い 。 都市周辺部 で は 、
96年、01年と も年中、年長児 は ピア ノ が最 も多い 。 そ し て 、年長児に おい て、習字の 占め る割
合が他の 地域 に比 べ て 高 い 。運動系で は、年長児に武道の 割合が高 くな る。01年に は特 に 伸び
て お り、他の 地域に比べ て差が大き い 。
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久本 ・三 笠 ・金 築 ：子 ど もの 習 い 事 の 現 状
表一5 習 い 事の 種類 （複数回答）
全 　 体
198211996 ：20011982 ：1996 ：200119B211996120911982 ．1995120011982 ：1996旨2001198211996：2001
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・　 　 十　 　 　 ← ←　 　 　 卜 ← 十　 　　 　 苧十　 　　 　 粐
1　 ：1％
　　7一←凵凵一
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6、非運動系習 い 事の 動機 ・目的　（表一 6参照）
　非運動系習い 事の 動機 ・目的は つ ぎの 3つ を上位に 挙 げるこ とで き る 。 「学校 に役立 つ 」「集
中力をつ ける」「技術 を身 につ ける」これ らの動機や 目的を中心 に まとめて い きた い 。
　時系列 で 見 る と、82年は 「集中力をつ ける」が最も多く見 られたが 、96年、01年に は 「技術
をつ ける」が 「集中力」を上 回 っ て い る 。 「学校 に役立 つ 」 とい う動機は どの 年で も順位 は低 い 。
しか し、「学校に役立 つ 」「技術 を身に つ け る」 とい う動機 は  1年に な るほ ど増加 し、逆 に 「集
中力をつ ける」は減少 して い く傾 向を示 して い る 。 性別 で は、女子は男子 より 「技術」指向が
強 く、他方、男子 は 「集中力」「学校に役立つ 」が多い 。こ の女子の 技術指向は、習 い 事の ピ
ァ ノ に強く反映されて い ると言 えるで あろ う 。 しか し、01年に なる と男子 も 「技術」 が 「集中
力」 を上回 っ て い る 。 年齢別 に見 る と、動機の順位は どの 調査年度で もほ とんど差 は見 られな
か っ た 。
　地域別で は、どの 地域で も 「技術」指向が最 も強 く、時系列 で見て も地域による順位の 差 は
特 に見 られな い 。 しか し、「学校 に 役立 つ 」動機は、住宅地域、都市 中心部の 方 が都市周辺部
に比 べ て 高い 。それに対 して都市周辺部は 「集団生活に慣れ させ る」動機が高 く見 られ た 。 性
別で 見 る と、住宅地域男子 、都市周辺部男子 は 「技術」、都 市中心部男子は 「集中力」と大別
で きよう。 96年 と比較する と住宅地 域男子の み、「集 中力」か ら 「技術」へ と移行 し て い た。
「学校 に役立 つ 」と い っ た動機 は 、都市 中心部男子に最 も強 く、都市周辺部男子は 1割に も満
たな い 。 ま た、都市周辺部男子 は 「集団生活」 へ の動機は他の地域に比 べ 高か っ た 。女子 は、
い ずれの 地域 も 「技術」指向が見 られ、地域によ る差は見 られない 。し か し、都市周辺部女子
の 「学校に役立 つ 」 「集団生活」等の 動機 に つ い て は、都市周辺部男子 と同様 に他 の 地域に比
べ て 咼か っ た 。
　年齢別 に見 る と 、 地域や 年齢に関わ らず 「技術」志向は強い 。 しか し、年齢 とともに 「集中
力」の 動機 が強 くなる傾向が見られる 。 こ の 傾向は 、住宅地域よ り都市中心部や都 市周辺部に
よ り現 れ 、 住宅地域は 「学校 に役立つ 」 と い う動機が他の 地域 より強 く現れて い る 。
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全 体
表一6 非運動系習 い 事 の動機 ・目的 （複数回 答）
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地 域 別
非運動系習 い 事の 動機 ・目的 （地域十性）
住 宅地 域 都市 中心 部地 域 飾 同辺部地域 住 宅地域 都市中心部地域 都市周辺 部地域
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7 、 運動系習い 事の 動機 ・目的　（表一 7参照）
　運動系習い 事の 動機 ・目的は つ ぎ の 4 つ を上位 に挙げる こ とで き る 。 「健康の ため」《以下健
康 と記述》「体力作 り」《以下体力と記述 》「集団生活に慣れ させ る」《以下集団生活 と記述》「技
術 を身に つ ける」《以下技術 と記述》。こ れ らの 動機 や 目的を中心 に ま とめ て い きた い 。
　時系列で 見ると、どの 調査年度に お い て も 1位 「体力」 2位 「健康」が 5割以上 を占め 、 最
も多い 。 そ して 「集団生活」「技術」を比較す る と、96年 3位の 「集団生活」は01年に は その
順位を 「技術」に譲 っ て い る。性別 で は、男子は 「健康」よ りも 「体 力」の 動機 が強い が、女
子は男子ほ ど明確で は な く 「健康 も、体力 も」と い う動機 が窺われ る 。 年齢別 に見 る と、「健
康」や 「体力」の 順位は上位に定着 し、年齢 による差 は見 られな い 。し か し、「健康」 「体力」
以外で見る と、「集団生活」の 割合 は年齢 とともに 低 くな っ て い く。 また 、年少児 は 「健康」
「体力」 「集団生活」「技術」と い っ た動機すべ て の 割合が 、年中や年長児に比べ て高い 。
　地 域別で は 、 どの 地域で も 「体力」「健康」の 1頂位で 最 も高く、時系列で 見て も地域に よる
順位の 差 はほ とん ど見 られ ない 。 し か し、「体力」 「健康」以外で 見 る と、地域に よる差 は若干
生 じて い る。この よ うな傾向は 、性別や年齢別に お い て も同様の ため 、以下 「体力」「健康」
は 除 い て まとめた い 。
　都市中心部は ｛技術 ・集団生活重視型｝、 都市周辺部は 喋 団生活重視型｝、 住宅地域は都市
中心部ほ ど技術の 割合は高 くなく、都市周辺部ほ ど集団生活の割合 は高 くもない と い っ た 仲
間型 1 と言 え る 。 また、「礼儀 をつ ける」 と い う動機 が 、住宅地 域 よ り都市中心部 と都市周辺
部に より強く現 れて い た。性別で は、 3位 の 動機の 変化 を見て い く。 96年か ら01年 に は住宅地
域男子 は 「集団生活か ら技術へ 」、都市中心 部男子 は 「技術か ら集団生活 へ 」都市周辺部男子
は 「集団生活か ら礼儀へ 」 と変化が見られた。また、都市中心部男子に は 「礼儀 をつ ける」が
年々 増加 し て い る傾向が見 られた 。 女子 を見る と、住宅地域女子は 「集団生活か ら技術へ 」の
変化が見 られた 。 都市中心部女子と都市周辺部女子 に は変化は見 られず、それ ぞれ 「技術」、
「集団生活」が常 に 3位 に定着 して い る 。
　年齢別 にOl年 を見 る と、年齢とと もに住宅地域は 「集団生 活」か ら 「技術」の動機が強くな
る傾向が 見 られ る。都市中心部は逆 に 「技術」か ら 「集団生活」「礼儀」へ 、都市周辺部は 「集
団生活」か ら 「礼儀」 へ と動機 の 順位は替わ っ て くる 。 都市周辺部地域年長児 の 「礼儀」は他
の 地域に比べ て高 い 。これは習 い 事の 種類で 、都市周辺部男子 に 「武道」 を習 っ て い る子 ども
の 割合が高 か っ た こ とに反映 して い る と言えよう 。
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N 、 ま とめ
　本研究 は、子 どもの 習 い 事の 現状 を把握す るため に 、 各項目の 全体的傾向を検討 し 、 性 、 年
齢、居住地域と習い 事の 関連や 分布状況 を見て きた。習い 事に影響を与 えた と思われる96年の
早期教育ブーム の 影響 も考慮 し なが ら、習い 事の 全 体像をま とめ て み た い 。
　習い 事は女子の 方が男子 より多い 。 そ して 、 年長にな るほ ど習い 事をする子ど もは増 し 、 習
い 事の低年齢化も起 こ っ て い る。また 、住宅地域の 子 どもが最 も習い 事 をして い る。早期教育
の ブーム の 影響は都市中心部の 男子が 一番影響を受けた と思われ る 。
　習い 事の 回数は年長に な るほ ど増 し、性差は あ ま りな い 。 習い 事の回数は、住宅地域、都市
中心部、都市周辺部地域の順 に 多い 。週 3 回以上習 い 事 をして い る子 どもが多 い の も住宅地域、
都市中心部、都市周辺部の順 に なる。週 3回以上の 都市中心部 と都市周辺部の 男子 は女子 より
習い 事を して い る。また 、住宅地域は年齢 とと もに週 3回以上習い 事する子どもが増す 。 早期
教育の ブーム の 影響は、住宅地域週 3回男子が一番影響 を受 けた と思われ る
　習 い事 を 1種類 し て い る の は男子の 方が女子よ り多い 。 他方、 3種類以上の 習 い 事 をす るの
は女子に 多い e 年齢と と もに、 3種類以上の 習 い 事 をす る子 どもは増 し 、種類数が 多い 子 ども
は住宅地域、都市中心部、都市周辺部の 1頂に なる 。 早期教育の ブーム の 影響は住宅地域の 3種
類年長児 が一番影響を受け た と思 われ る
　運動系の み習 っ て い る子どもは男子 に多 く、非運動系の み習 っ て い る子 ど もは女子に 多い 。
年齢の 上 昇と と もに両方の 習い 事をする子 どもは ますます増 える。
　習 い 事の種類の 中で 最 も人気 の 高い の は、非運動系で は ピア ノ で ある。 ピ ア ノ は以前 ほ どの
人気 はな くな っ て い るが 、女子 に は根強い 人気種 目で あ る ． 男子 は ピ ア ノ か ら語学、学習塾に
移行 し て い る 。 語学は 01年か ら急激に 伸び て お り年少児 に特 に 多 く見 られ る 。 運動系で は 水泳
の 人気が高 く、Ol年か らは ダ ン ス の 人気が 女子に高 ま っ て い る 。 地域の 特色 と して 、 住宅地域
は語学、周辺地域は習字や武道が挙 げられ る。
　非運動系の 動機 ・目的は 、地域に 関わ らず 「技術」指向が強い 。 し か し、「学校に 役立 つ 」
は住宅地域 や都市中心 部に 、 都市周辺部 は 「集団生活」の 動機が現れ る。
　運動系 の 動機 ・目的は 「体 力」「健康」 を除 くと、都市中心部 は ｛技術 ・集団生活重視型｝、
都市周辺部 は 喋 団生活重視型 ｝、 住宅地域は都市中心部ほ ど技術の 割合が 高くは な い が 、都
市周辺部ほ ど集団生活の 割合 も高 くは ない 沖 間型 ｝を示 す 。 都市周辺部男子は 、「礼儀 をつ
ける」が他 の 地域 に比 べ て 高く、年長児ほ ど現れる 。
　以上が、習 い 事をして い る子 どもの 現状の 概略で ある。
　今回の 基礎調査 の結果、性別、年齢、居住地域が習い 事の どの 部分 にど の ような形で 関与 し
て い る の か 、大枠 に つ い て は把握で きた 。 しか し、分析に と っ て 改善すべ き点や 課題 も残 され
た 。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 久本 ・三 笠 ・金 築 ：子 ど もの 習い 事 の 現 状
　1）非運動系、運動系の 動機をよ り明確にするこ と。例 えば、非運動系の 動機で ［技術］と
　　　答えた人が い る。 し か し、それが非運動系の どの 種 目を指 して い るの か分析する こ と 。
　2）習い 事の種類や動機等の 傾 向を明確にするに は、あ る地点で の 最大公約数の 平均値で見
　　　る こ とには限界 がある 。 今後、個々 人 レ ベ ル で の 分析方法を考える こ と 。
　今回の 結果か ら習い 事 をして い る子 ど もの概観 をイメ ージす るこ とはで きる。今後この 習い
事 と戸外あそびの 関連 につ い て考 え て い きた い 。
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